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傾
聴
と
は
、
相
手
の
伝
え
た
い
こ

と
に
耳
だ
け
で
な
く
心
を
傾
け
て
聴

く
「
会
話
に
お
け
る
思
い
や
り
の

心
」
の
こ
と
で
す
。
毎
日
の
会
話
に

傾
聴
の
心
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

家
族
や
身
近
な
人
の
笑
顔
や
心
の
健

康
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
し
て
自
分

に
も
…
。

　「
聴
く
」
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き
　
３
月
26
日
（
木
）
13
時
30

分
～
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

２
階
研
修
室

▼
費
用
　
無
料

▼
定
員
　
40
人

▼
講
師
　
澤
村
　
直
樹
氏
（
ア
ク
テ

ィ
ヴ
リ
ッ
ス
ン
　
代
表
）

問
・
申
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

　
　
　
☎
内
線
３
１
０

　
大
切
な
人
が
、
悩
み
を
抱
え
て
辛

い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
ら
…
。
そ
の

人
の
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

あ
げ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
、
悩
ん
で
い

る
人
に
気
づ
き
、
声
を
掛
け
、
話

を
聴
き
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ

る
、
見
守
る
人
、
言
わ
ば
「
命
の
門

番
」。
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
ど

ん
な
こ
と
な
の
か
、
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
？

▼
と
き
　
３
月
16
日
（
月
）

13
時
30
分
～
15
時

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

１
階
保
健
指
導
室

▼
定
員
　
30
人

▼
講
師
　
永
井
　
和
江
氏
（
平
塚
保

健
福
祉
事
務
所
保
健
予
防
課
）

▼
内
容
　
自
殺
に
関
す
る
現
状
、
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、
自
殺
に
向
か

う
心
理
・
対
応
に
つ
い
て

▼
そ
の
他
　
受
講
後
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
認
定
バ
ッ
ジ
を
お
渡
し
し
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
よ
り
、
大
磯
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
書
の
変
更
を
希
望

す
る
場
合
（
農
業
振
興
地
域
の
除
外

希
望
な
ど
）
は
事
前
相
談
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　
受
付
期
間
内
に
相
談
が
な
い
場
合

は
、
今
年
度
中
の
計
画
の
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
５
月
１
日（
金
）～
６
月
１
日（
月
）

　
８
時
30
分
～
17
時
ま
で

▼
受
付
場
所

　
役
場
３
階
　
産
業
観
光
課
窓
口

▼
提
出
書
類

①
大
磯
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
変
更
に
関
す
る
事
前
相
談
書

②
他
法
令
等
の
確
認
リ
ス
ト

③
農
業
振
興
地
域
除
外
５
要
件
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

④
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
に
関

す
る
検
討
表

※
提
出
書
類
は
産
業
観
光
課
窓
口

の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
３

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

こ
こ
ち
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

健
康
を
作
る
！

こ
こ
ろ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
！

大
磯
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
書
の
変
更

　に
関
す
る
事
前
相
談
を
受
付
け
ま
す

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座

日
常
生
活
に
生
か
す
傾
聴

対
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

◆
総
合
的
対
策
の
推
進

　
そ
の
結
果
、「
餌
付
け
」
の
起
き

な
い
環
境
が
で
き
つ
つ
あ
る
地
区
が

町
内
に
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の

地
区
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農
地
が
柵

で
囲
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ノ

シ
シ
等
が
え
さ
を
自
由
に
食
べ
ら
れ

な
く
な
り
、
そ
の
結
果
箱
ワ
ナ
の
中

の
え
さ
に
誘
引
さ
れ
、
以
前
よ
り
も

駆
除
も
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
総
出
の
ヤ
ブ
の
刈
払
い

に
よ
り
、
ひ
そ
み
場
の
解
消
も
進
み

ま
し
た
。
こ
う
し
た
総
合
的
な
対
策

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
で
、
イ
ノ
シ

シ
・
シ
カ
を
増
や
さ
な
い
・
寄
せ
付

け
な
い
地
域
に
な
り
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
２

◆
駆
除
だ
け
の
被
害
対
策
は
ダ
メ

　
町
で
は
イ
ノ
シ
シ
を
毎
年
１
５
０

頭
前
後
駆
除
し
て
い
ま
す
。
町
の
面

積
は
約
17
㎢
で
そ
の
う
ち
森
林
は
約

三
分
の
一
と
い
う
規
模
を
考
え
る
と
、

面
積
当
た
り
の
捕
獲
数
は
全
国
的
に

み
て
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
駆
除
だ
け
の

対
策
で
は
効
果
が
上
が
り
ま
せ
ん
。

◆
ま
ず
「
餌
付
け
」
を
や
め
る

　
一
方
で
、
他
県
に
は
被
害
を
克
服

し
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

地
域
で
は
大
々
的
に
駆
除
を
進
め
た

わ
け
で
は
な
く
、
左
図
の
考
え
方

を
地
域
ぐ
る
み
で
勉
強
し
、「
餌
付

け
」
を
や
め
た
こ
と
で
被
害
を
克
服

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
で
は
平

成
27
年
度
か
ら
講
習
会
を
実
施
し
、

地
域
ぐ
る
み
の
総
合
的
対
策 

編

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
増
や
さ
な
い
・
寄
せ
付
け
な
い
地
域
づ
く
り

■被害が増えているのはなぜ？
＊人間が「餌付け」して
　野生鳥獣を寄せ付け、増やしているからです

＊地域みんなで「えさ」と「ひそみ場」をなくす！
＊「駆除」は、「餌付け」をやめてからが効果的！

町内の環境は、人間が「えさ」と「ひそみ場」を作り
「餌付け」をしているのと同じ状況になっています。

・荒れた田畑
・手入れされていない
　森林、竹ヤブ、庭木

【　ひそみ場　】

対策の
順　番

・放棄された果樹
（カキ、クリ、ビワ等）
・廃棄された農作物

【　えさ　】

■どうしたら被害が減るの？

通常イノシシは、１年に平均４～５頭を出産し、そのうち
２～３頭が育ちます。しかし、えさが豊富だと生き残る頭
数が増え、その状況で駆除しても減らすことは困難です。
よって、対策は次のような順番で進める必要があります。

❶みんなで勉強（正しい知識をつける）
❷「餌付け」のおきない環境に改善
❸農地などを柵で囲う
❹駆除は最後に！
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空
き
家
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
良
好

な
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、
空
き

家
の
所
有
者
と
空
き
家
を
必
要
と
す

る
人
を
つ
な
ぐ
「
大
磯
町
空
き
家
バ

ン
ク
」
を
運
用
し
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
「
貸
し
た
い
・
売
り

た
い
」
空
き
家
の
要
件

①
町
内
に
所
有
す
る
空
き
家
と
そ
の

敷
地

②
一
戸
建
住
宅
（
集
合
住
宅
の
一

室
、
戸
建
住
宅
の
一
部
屋
な
ど
は

対
象
外
で
す
。）

③
所
有
者
本
人
が
登
録
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
な
ど

▼
ご
希
望
の
「
借
り
た
い
・
買
い
た

い
」
要
件
を
登
録

　
住
居
や
仕
事
場
と
し
て
、
探
し
て

い
る
空
き
家
の
大
き
さ
や
希
望
価
格

を
伺
い
ま
す
。

　
家
は
、
空
き
家
に
な
る
と
急
速
に

傷
み
が
進
み
ま
す
。
定
期
的
に
家
の

状
況
を
確
認
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
遠
方
に
引
っ
越
し
た

り
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で
空
き
家
の

状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
変
な
場

合
に
は
、
代
行
を
お
願
い
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
新
た
に
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
「
空
き
家
・
空
き
地
見
回
り
サ

ー
ビ
ス
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
屋
根
や
外
壁
・
郵
便
受
け
等
の
点

検
や
庭
木
の
繁
茂
状
況
を
写
真
付
き

の
報
告
書
で
確
認
で
き
ま
す
。

▼
情
報
の
公
表
に
つ
い
て

　
登
録
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
個
人

情
報
を
除
き
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
。

　
物
件
売
買
・
賃
貸
借
に
関
す
る
交

渉
、
契
約
等
に
関
し
て
は
、
町
が
協

定
す
る
不
動
産
団
体
等
に
依
頼
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

　
ま
ず
は
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
で
空
き
家

・
空
き
地
見
回
り
サ
ー
ビ
ス
を
使
い

た
い
」
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
状
況
に
よ
っ
て
は
、
対
応
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
☎（
70
）６
２
４
１

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９

　
空
き
家
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
２

空
き
家
バ
ン
ク
の
ご
紹
介

「
空
き
家
・
空
き
地
見
回
り
サ
ー
ビ
ス
」始
め
ま
し
た
！
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ミャンマーって
どんな国？
〜食文化編〜

　ミャンマーの主食はお米です。日本と同様に白米を
食べますが、最もよく食べられているのはインディカ
米です。
　お米に合わせていただくおかずは「ヒン」と呼ばれ、
たまねぎ等をベースに、肉類や魚介類、野菜を煮込ん
だものが多いです。多量の油を使うのが特徴で、スパ
イスの量は少なく、辛みは強くありません。
　お米のほかに好まれるのが、麺類です。麺類は特に
朝食で食べることが多く、代表的なのは、ナマズの
スープに米粉の麺が入った「モヒンガー」です。早朝
から、至るところで売られています。昼食や夕食は、
数品のヒンとお米を一緒にいただくのがミャンマーの
一般的な食事です。
　また、豆類もよく用いられ、様々なヒンに使用され
ます。豆のほかにも、発酵させた茶葉を食材として使
用し、シロップをかけてお菓子としても食されていま
す。インドやタイ、ベトナムなどとも似ているようで
違う食文化。ぜひ、一度体
験してみてください。
※大磯町食生活改善推進団
体の協力を得て開発した再
現レシピは、町ホームペー
ジに掲載しています。

問政策課　☎内線229
ミャンマーのチキン煮込み
「チェッターヒン」

大磯町 空き家バンク
町ホームページなどで公開します。

登録物件を閲覧登録物件を閲覧空き家物件を登録空き家物件を登録

不動産関係団体
仲介仲介仲介仲介

当事者間による交渉・契約

連
携

希望条件を登録 希望条件を登録

借りたい貸したい
売りたい 買いたい

こんな空き家があれば
利用したい・・・

ふ
る
さ
と
納
税
を

活
用
し
た


